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＊『新座キャンパスだより』へのご意見・ご要望は、kohoka@jumonji-u.ac.jpまで。

表紙の写真
上・下左：学園創立90周年記念公開講座・保護者会 in 川越　下中央：桐華賞表彰式　下右：イモプロの「タルト」学内販売

　どう取材し、どうまとめたらよいのか——私たち
学生記者はこの命題と1年間格闘し、今、「第
40記念号」を手に胸にこみ上げるものがありま
す。たばこの危険特集、伊達家当主や好本先
生の講演会、桐華祭特集はいかがでしたか。ど

んな小さな記事も私たちの想いが詰まっていま
す。周囲に気を配る難しさと達成感は、社会に
出る心構えを与えてくれました。取材に応じてい
ただいた皆様にあらためて感謝いたします。
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Spotlight on Campus

学生記者が上田埼玉県知事を訪問
人・自転車・車の共存を目指して

本学の実績が国から評価
リメディアル教育に弾み

　2012年10月29日（月)、本学学生が制作する地域向
けフリーペーパー『ナチュライフ十文字』の大嶋理恵記者

（コミュニケーション学科3年）、吉田未希記者（メディアコ
ミュニケーション学科2年）、村田萌記者（同学科1年）、オ
ウ ヤク記者（北京語言大学交換留学生）が埼玉県庁を訪
れ、上田清司知事に、自転車保有率全国1位の埼玉県なら
ではの自転車活用法と、自転車事故の防止対策についてイ
ンタビューした。
　上田知事は、｢埼玉県は東側の3分の2が平地になっ
ていてとても自転車の走りやすい地形なので、自転車に乗
る人が多いのです」と埼玉のなだらかな地形を生かした自
転車の楽しみ方を語った。

　一方、気軽に利
用できる乗り物だ
からこそ「自転車も
車両だということ
を、しっかりと教育
していかなくては
いけません」と自
転車を使用する側
のマナー向上も訴
えた。 また、安心
して走行できるよう、埼玉県内に自転車専用道路を設ける
ことを知事自らイラストを描きながら説明してくれた。

　文部科学省が進める平成24年度「私立大学教育研究
活性化設備整備事業」。その一環として、全国の大学が
アイデアと意欲を競う「主体的な学びへの転換を図り、学
生の学修効果を最大限発揮するための効果的な教育を行
うための環境を整備する取組」に、本学の申請が採択され
た。プラン名は「リメディアルとラーニングコモンズの協働
による自主学修環境構築」。学力水準の向上に効果的な
アクティブラーニング型授業による展開を、自主性、学ぶ力
の涵養を中心に行う構想に対し、実現性、継続性が期待で
きると、高く評価された結果だ。
　「自主学修環境構築プロジェクト」が立ち上がる平成25
年4月からは、現在のCALL教室がアクティブラーニング
学習室として生まれ変わる。iPadを54台導入し、1人１
台使えるようにするなど、設備の充実が図られることが決

まった。①自修のための環境整備 ②無線LANに対応し
たノートパソコンとiPadの使い分け ③アクティブラーニン
グ型授業を本格実施する上での教員の意識改革やFDな
どが検証と改善のポイントとなる。

（取材・文／吉田未希記者）

現在のCALL教室。アクティブラーニング教室に生まれ変わる。
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活
発
な
意
見
交
換
が
実
現

歓
談
で
は
い
く
つ
も
の
輪
が

元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
語
る

言
葉
の
大
切
さ

｜
こ
と
ば
の
花
束
を
あ
な
た
に
｜

好
本
惠
本
学
特
任
教
授
が
講
演
会
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総
勢
２
０
０
名
が
参
加
す
る

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に

　

保
護
者
と
大
学
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
教
育
面
や
大
学
の
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
機
会
は
、
こ
れ
ま
で
お
も
に
大
学
内
で

持
た
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
大
学
側
が

地
域
へ
出
向
く
か
た
ち
で
実
施
。
あ
わ
せ
て
、元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
好
本
惠
氏
を
招
い
て
公
開
講
座
も
開
催
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
は
本
学
の
社
会
交
流・
研
究
支
援
部
、
学

生
支
援
部
を
中
心
に
教
職
員
が
総
出
で
川
越
の
市
民
や
保
護
者
を

迎
え
、
参
加
者
2
0
0
名
の
地
域
展
開
型
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

地域と大学、保護者がより一層固い関係を築くため、
十文字学園女子大学は、2012 年12月1日（土）、

川越まつりの余韻が残る小江戸・川越市の川越プリンスホテルで
「学園創立 90 周年記念公開講座・保護者会 in 川越」を開催しました。

取材・文／増渕萌香・斉藤美輝記者

地域との絆を深く広く

1   保護者会の会場。笑いの絶えない和やかなムード。
2    挨拶する十文字一夫理事長。
3    武蔵野会会長らとともに。
4   横須賀薫学長の話に耳を傾ける保護者の皆さん。
5   講演する好本惠氏。アナウンサー時代のエピソードなども。

　

保
護
者
会
で
は
、十
文
字
一
夫
理
事
長
が
、川
越
周
辺
に
お
住
ま
い
の
保

護
者
の
方
々
44
名
を
前
に「
こ
の
機
会
に
大
学
に
対
す
る
ご
要
望
や
学
生

の
就
職
に
つ
い
て
の
ご
相
談
な
ど
、教
職
員
に
十
分
な
さ
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
」と
挨
拶
。
続
い
て
横
須
賀
薫
学
長
が
、
「
本
学
は

さ
ら
に
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
て
い
き
た
い
」と
し
、地
域
と
連
携

し
た
学
生
の
さ
ら
な
る
能
力
開
発
や
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
へ
の
取
り
組
み
を

説
明
し
た
。

　

学
科
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
た
立
食
形
式
の
懇
談
で
は
、保
護
者
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
各
学
科
の
教
職
員
が
丁
寧
に
答
え
る
輪
が
い
く
つ
も

で
き
、保
護
者
の
肉
声
に
大
学
側
が
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
。
桐
華
祭

で
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
販
売
す
る
模
擬
店
を
出
店
し
、そ
の
売
上
げ
を
学
生
の
た

め
に
寄
付
し
た
保
護
者
の
会「
武
蔵
野
会
」の
日
下
美
佐
子
会
長
は
、「
大
変

栄
え
て
い
る
川
越
で
開
催
さ
れ
た
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
、多
く
の
皆
さ
ん
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
会
の
前
に
行
わ
れ
た
好
本
先
生
の
講
演

を
、学
生
に
も
聞
か
せ
た
か
っ
た
」と
盛
会
に
拍
手
を
送
っ
た
。

　

保
護
者
会
に
先
立
ち
、元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
本
学
特
任
教
授
の

好
本
惠
先
生
が「
こ
と
ば
の
花
束
を
あ
な
た
に
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

満
員
と
な
っ
た
会
場
で
映
像
を
使
い
、N
H
K
時
代
の
体
験
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、辛
い
と
き
に
自
分
を
励
ま
し
て
く
れ
る
言
葉
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い

て
語
り
か
け
た
。

　

辛
い
と
き
に
励
ま
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、判
断
に
困
っ
た

と
き
に
自
分
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
の
が「
こ
と
ば
の
花
束
」

で
す
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
辻
井
伸
行
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
の
先
生
か
ら

「
器
の
大
き
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
、ま
た
、歌
手

の
ア
ン
ジ
ェ
ラ・
ア
キ
さ
ん
は
上
司
に「T

ake a chance on 
you

」（
自
分
に
賭
け
て
み
な
さ
い
）と
言
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
前
へ

進
み
ま
し
た
。

　

人
間
の
究
極
の
幸
福
は
何
か
、と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、

「
人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」と
い
う
回
答
を
書
い
て
く
れ
た
学

生
が
い
ま
し
た
。
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
私
た
ち
は
い
く

つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
ま
す
。

　
「
…
…
世
の
中
に 

立
ち
て
か
ひ
あ
る 

人
と
生
き
な
む
」の
学

園
歌
は
、私
た
ち
へ
の
す
ば
ら
し
い「
こ
と
ば
の
花
束
」で
す
。
明

治
生
ま
れ
の
女
性
創
立
者
が
社
会
貢
献
の
思
い
を
学
園
歌
に
込

め
た
こ
と
に
、感
動
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
の
ひ

と
つ
は
、相
手
の
時
間
に
自
分
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
、相
手
を

思
っ
て
声
を
発
す
る
余
裕
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

講師プロフィール
好本惠（Yoshimoto Megumi） ◎ 1976 年に東京女子大学を卒業し、
NHK アナウンス室に入局。『スタジオ 102』『おはよう広場』などを担当。
1981 年にフリーに転身。アメリカ・コーネル大学で日本語教育法を学ぶ。
帰国後、『すくすく赤ちゃん』『NHK 俳壇』などを担当。現在医療・健康・教育・
暮らしなどをテーマに多くのシンポジウムのコーディネーターを務める。著書に

『話しことばの花束』（リヨン社）など。

4

3

1

2

講
演
か
ら
抜
粋

公開講座・保護者会 学園創立90周年記念

ReportReport

5
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一
人
一
人
が
個
性
を
光
ら
せ
た
2
日
間

　

桐
華
祭
を
ひ
か
え
た
10
月
19
日

（
金
）、本
学
初
の
試
み
と
し
て
、学
内

向
け
に
西
澤
亜
実
実
行
委
員
長
と
廣

野
由
香
里
副
委
員
長
に
よ
る
記
者
会

見
が
行
わ
れ
た
。
西
澤
さ
ん
は
、新
企

画
で
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
発

表
し
、そ
の
盛
り
上
が
り
を
桐
華
祭
の

最
後
ま
で
持
続
さ
せ
る
意
気
込
み
を

語
っ
た
。
実
行
委
員
長
ら
が
記
者
会
見

で
見
せ
た
こ
の
意
欲
は
大
き
な
成
果
を

生
み
出
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
西
澤
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、

毎
年
恒
例
で
あ
る
舞
台
演
劇
や
ダ
ン
ス

団
体
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
学

園
の
伝
統
の
上
に
新
た
な
風
を
送
り
込

ん
だ
の
は
、こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

積
ん
で
き
た
、学
生
に
よ
る
多
彩
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
ろ
う
。
実
行
委
員
長

が
記
者
会
見
で
発
表
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
参
加

団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
、さ
ま
ざ
ま
な
衣

装
を
着
て
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
前
の
階
段
を

下
り
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ア
ピ
ー
ル
タ

イ
ム
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、部
活
動
の

魅
力
や
模
擬
店
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

思
い
思
い
の
方
法
で
紹
介
。
笑
い
声
が

絶
え
な
い
楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
、セ

レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
委
員
長
の
か
け

声
に
続
き
一
斉
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
鳴
ら

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

は
、5
組
の
ユ
ニ
ッ
ト
が

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
。
黒
い
帽
子
を

効
果
的
に
使
っ
た
ク
ー

ル
な
ダ
ン
ス
、カ
ラ
フ

ル
な
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
メ
ン
バ
ー
が
椅
子
に

立
っ
た
り
座
っ
た
り
し

な
が
ら
踊
る
ポ
ッ
プ
な

ダ
ン
ス
、ア
ッ
プ
テ
ン
ポ

の
曲
に
合
わ
せ
た
セ
ク

シ
ー
な
ダ
ン
ス
な
ど
、個

性
が
光
る
シ
ョ
ー
が
続

き
、観
客
を
圧
倒
し
た
。

（
取
材・文
／
福
島
茉
莉
記
者
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
部
が
販
売
し
た
ほ
く
ほ
く
の

じ
ゃ
が
バ
タ
ー
。
初
日
は
天
気
も
良
く
、終

了
時
間
を
待
た
ず
し
て
完
売
。
し
か
し
、2

日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。
火
が
つ
か
な

い
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
も
の
の
、た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
店
先
に
並
び
、1
日

目
に
引
き
続
き
完
売
し
た
。
大
量
の
じ
ゃ
が

い
も
を
洗
っ
て
芽
を
と
り
、ハ
プ
ニ
ン
グ
を
乗

り
越
え
な
が
ら
笑
顔
で
商
品
を
販
売
し
た

2
日
間
。
皆
で
協
力
し
て
や
り
遂
げ
る
達

成
感
は
大
き
く
、と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。	

（
取
材・文
／
棚
山
翔
子
記
者
）

桐華賞 すぐれた取り組みを讃え8団体を表彰！

さ
れ
た
。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
初
め
て
の

企
画
。
誰
が
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
げ

る
か
、一
か
ら
決
め
る
の
は
大
変
で
し

た（
西
澤
さ
ん
）」
「
そ
う
そ
う
、メ
ー

ル
の
や
り
取
り
も
山
ほ
ど
…
…（
廣
野

さ
ん
）」
と
牽
引
役
の
2
人
は
苦
労
を

振
り
返
る
。

　

実
行
委
員
の
心
配
り
は
、教
室
展
示

や
模
擬
店
と
い
っ
た
桐
華
祭
の
隅
々
に

ま
で
行
き
届
い
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
十
文
字
学
園
に

は
食
物
栄
養
学
科
が
あ
る
の
で
模
擬
店

で
出
さ
れ
る
ご
は
ん
や
ス
イ
ー
ツ
が
美

味
し
い
」「
幼
児
教
育
や
児
童
教
育
学

科
の
学
生
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物

は
、子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
」と
い
う

声
も
あ
が
り
、本
学
な
ら
で
は
の
特
色

が
発
揮
さ
れ
た
学
園
祭
と
な
っ
た
。

（
取
材
・
文
／
西
牟
田
美
紅
・
棚
山
翔
子
記
者
）

学
内
で
初
め
て

記
者
会
見
を
実
施

新
企
画
も
目
白
押
し

10
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）に
行
わ
れ
た
第
46
回
桐
華
祭
で
は

１
０
０
団
体
以
上
が
日
頃
の
成
果
を
存
分
に
発
表
し
、

入
場
者
は
延
べ
約
７
０
０
０
人
を
数
え
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は『color

〜
桐
華
祭
を
自
分
色
に
染
め
上
げ
ろ
！
〜
』。

趣
向
を
凝
ら
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
装
飾
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

学
生
一
人
一
人
が「
自
分
色
」の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

記者の質問に答える西澤亜実実行委員長（右）と廣野由香里副委員長。

学
生
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

フ
ッ
ト
サ
ル
部 

模
擬
店

お
さ
る
の
ウ
キ
ウ
キ
じ
ゃ
が
バ
タ
ー

学長賞

文化展部門 華道部（生けたお花の展示）

飲食店部門 食栄みちこのにんじん洋菓子店（人参を使用した洋菓子）

埼玉県芸術文化祭

実行委員会会長賞

名倉庵（カステラ、おこわ）

おなかすいたっていいなさいよ 2（パスタ）

美術部（作品の展示、キーホルダー、ポストカードの販売）

奨励賞

ペンネ アラビアータ（蒸しパン、ペンネアラビアータ）

声優部（部員たちによるアニメーションの生アフレコ）

ダンス部（ダンス）

2012年度

第46回
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桐華祭
第46回

桐
華
祭
講
演
会
レ
ポ
ー
ト

　
第
46
回
桐
華
祭
初
日
の
10
月
27
日
、仙
台
伊

達
家
18
代
当
主
・
伊
達

宗
氏
の
講
演
会「
伊

達
家
当
主
が
語
る
戦
国
武
将
の
素
顔
」が
本
学

9
4
1
7
教
室
で
開
か
れ
た
。
自
ら
も
仙
台
で

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
携
わ
っ
て
い
る

宗
氏

は
、藩
祖
政
宗
公
に
よ
る
四
百
年
前
の
慶
長
三
陸

大
津
波
か
ら
の
復
興
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、先
人

の
志
に
学
び
な
が
ら
、「
伊
達
な
り
」の
精
神
で
、

被
災
地
の
人
た
ち
と
と
も
に
未
来
の
た
め
に
今
を

生
き
る
自
ら
の
心
境
を
吐
露
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、歴
史
小
説
作
家・
山
名
美
和
子

氏
と
の
ト
ー
ク
で
、伊
達
公
に
ま
つ
わ
る
秘
話
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、会
場
を
埋
め
た
市
民
、学
生
ら

二
百
人
は
、歴
史
が
現
代
に
語
り
か
け
る
意
味
の

重
さ
を
心
に
刻
ん
だ
。

講
演
会
要
旨

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
要
旨

仙
台
は
復
興
元
年

　

仙
台
が
開
府
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
4
1
1
年
前

の
慶
長
5
年
12
月
24
日
の
こ
と
で
す
。
毎
年
こ
の

日
、私
は
青
葉
山
に
登
り
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
騎

馬
像
の
前
で
日
の
出
を
待
ち
ま
す
。
昨
年
の
景
色

は
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
し
た
。
沿

岸
の
町
並
み
と
広
大
な
田
畑
は
東
日
本
大
震
災
後

の
津
波
に
よ
り
土
色
の
何
も
無
い
景
色
に
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
震
災
後
に
発
生
し
た
大
津
波
は
多
く

の
も
の
を
奪
い
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
震
災
発
生
か

ら
1
年
７
か
月
。
仙
台
は
今
、復
興
元
年
の
想
い
を

全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
感
動

　

東
京
在
住
の
私
が
仙
台
に
移
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、昭
和
20
年
7
月
10
日
の
仙
台
大
空
襲
で
焼

失
し
た
政
宗
公
霊
廟
瑞
鳳
殿
の

再
建
に
伴
う
昭
和
49
年
10
月
の

発
掘
調
査
で
し
た
。
地
表
か
ら

1
メ
ー
ト
ル
掘
っ
た
所
で
墓
室
の

蓋
石
が
現
れ
ま
し
た
。
慎
重
に

蓋
石
が
開
け
ら
れ
る
と
、中
か
ら

は
糸
巻
太
刀
、具
足
な
ど
の
武
具

を
始
め
政
宗
公
愛
用
の
文
具
類

が
取
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
政
宗

公
の
ご
遺
骨
が
取
り
出
さ
れ
た

時
の
驚
き
と
感
動
は
生
涯
忘
れ

ま
せ
ん
。
遺
族
と
し
て
立
ち
会
っ

た
発
掘
調
査
、当
時
私
は
15
歳
で

し
た
。
そ
の
時
、
「
成
人
し
た

ら
必
ず
仙
台
に
戻
り
、政
宗
公
を

お
守
り
致
し
ま
す
」と
誓
い
ま
し

た
。
そ
の
願
い
が
叶
い
、今
、仙

台
で
伊
達
家
の
歴
史
に
携
わ
る

仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

尊
い
歴
史
の
上
に

現
在

　

昭
和
62
年
の
N
H
K
大
河
ド

ラ
マ『
独
眼
竜
政
宗
』の
監
修
を

致
し
ま
し
た
。
番
組
は
好
評
の

中
に
回
を
重
ね
ま
し
た
が
、視
聴

者
か
ら
意
見
を
頂
く
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
籠
城
し
た
敵
将
に
対
し
、政
宗
公
は
躊

躇
す
る
こ
と
な
く
総
攻
め
、城
内
の
者
全
て
を
撫
で

斬
り
に
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
「
残
酷
な
先
祖

を
持
っ
て
、子
孫
で
あ
る
監
修
者
は
何
も
感
じ
な
い

の
か
」と
い
う
内
容
で
し
た
。
し
か
し
、こ
の
戦
で

政
宗
公
が
総
攻
め
を
躊
躇
し
て
い
れ
ば
、背
後
か
ら

新
た
な
敵
の
攻
撃
を
受
け
、伊
達
軍
勢
は
総
崩
れ
と

な
り
、我
が
家
の
歴
史
は
そ
こ
で
潰
え
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
、冷
徹
な
決
断
を
下
し
、戦

に
勝
利
し
た
か
ら
こ
そ
、周
辺
の
大
名
は
政
宗
公
を

恐
れ
お
の
の
き
、「
独
眼
竜
」の
名
を
轟
か
せ
、後
の

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
が
誕
生
す
る
の
で
す
。
も

し
も
、政
宗
公
が
武
運
つ
た
な
く
討
ち
死
に
し
て
い

た
ら
、東
北
の
地
は
、豊
臣
秀
吉
か
徳
川
家
康
に
支

配
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

支
倉
使
節
団
へ
の
思
い

　

4
0
1
年
前
、仙
台
領
の
沿
岸
部
を
高
さ
20
メ
ー

ト
ル
の
慶
長
三
陸
大
津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
政
宗

公
は
、家
臣
、領
民
と
共
に
被
災
地
の
復
興
に
尽
力

し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
地
を
米
の
一
大
生
産
地
へ

と
改
良
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
収
穫
さ
れ
た
余
剰

米
は
藩
が
買
い
取
り
、江
戸
で
販
売
。
農
業
は
産
業

へ
と
展
開
し
、伊
達
62
万
石
は
経
済
的
に
も
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
を
擁
護
し
世
界
に
も
目
を
開
い
て

い
た
政
宗
公
は
、藩
独
自
で
大
型
洋
式
外
洋
船
サ

ン・
フ
ァ
ン・
バ
ウ
チ
ス
タ
号
を
建
造
し
ま
す
。
そ
し

て
家
臣
支
倉
常
長
を
大
使
と
し
て
使
節
団
を
ス
ペ

イ
ン
王
、ロ
ー
マ
法
王
の
も
と
に
送
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、出
航
直
後
に
家
康
は
突
如
キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
を
始
め
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
政
宗
公
の
親

書
の
真
意
が
疑
わ
れ
、こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
失
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
。
家
康
の
動
向
如
何
で
は
、御
家

取
り
潰
し
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
、政
宗
公
が
慶

長
遣
欧
使
節
を
断
行
し
た
理
由
は
、仙
台
を
基
点
と

す
る
世
界
最
初
の
環
太
平
洋
航
路
就
航
の
実
現
を

目
指
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仙
台

は
、日
本
海
流（
黒
潮
）の
利
を
生
か
し
た
国
際
都
市

仙
台
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
の
で
す
。

流
血
な
き
最
後
の
決
戦

　

昭
和
49
年
の
瑞
鳳
殿
発
掘
調
査
の
際
、副
葬
品

の
中
に
黄
金
の
ロ
ザ
リ
オ
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
胸
に
付
け
て

い
た
ブ
ロ
ー
チ
で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
織

田
信
長
に
始
ま
り
豊
臣
秀
吉
、そ
し
て
徳
川
家
康

へ
と
続
く
戦
国
時
代
。
中
央
の
天
下
取
り
レ
ー
ス

か
ら
は
20
年
遅
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
最
後
の
戦
国

武
将
伊
達
政
宗
。
「
天
下
な
ど
取
れ
ぬ
な
ら
取
ら

ず
と
も
よ
し
」。
伊
達
の
黒
船
は
、世
界
を
土
俵
と

し
て
、独
眼
竜
政
宗
が
将
軍
家
康
に
挑
ん
だ『
流
血

な
き
最
後
の
決
戦
』で
は
な
か
っ
た
の
か
、こ
の
ブ

ロ
ー
チ
は
そ
の
証
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
え
て
く

る
の
で
す
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
は
、こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
慶
長
三

陸
大
津
波
か
ら
わ
ず
か
2
年
後
に
実
施
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
復
興
の
最
中
、政
宗
公
の
世
界
を
舞
台

と
し
た
雄
大
な
計
画
は
、家
臣
、領
民
に
大
き
な
夢

と
希
望
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
「『
流
血
な
き

最
後
の
決
戦
』そ
の
勝
敗
の
行
方
は
未
来
の
人
々
に

託
そ
う
で
は
な
い
か
、我
々
は
困
難
を
乗
り
越
え
、

今
を
生
き
た
証
を
残
そ
う
」

—
—

私
に
は
、政
宗
公

の
熱
き
心
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
は
、ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、心
を
切
り
返
し

こ
の
困
難
を
試
練
と
し
て
受
け
止
め
、試
練
か
ら

多
く
を
謙
虚
に
学
び
、歴
代
当
主
が
そ
の
責
務
を

果
た
す
た
め
に
奮
闘
さ
れ
た
そ
の
志
を
我
が
心
の

支
え
と
し
、子
孫
と
し
て『
伊
達
な
り
』の
精
神
を

次
代
に
紡
い
で
い
く
こ
と
が
、先
人
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
郷
土
の
復
興
の
為
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で

き
る
な
ら
ば
子
孫
と
し
て
、な
に
よ
り
の
喜
び
で
ご

ざ
い
ま
す
。

山
名
氏　

宗
氏
の
お
話
か
ら
、様
々
な
人
た

ち
の
生
き
た
血
、生
き
た
思
い
が
長
い
歴
史
の

中
に
流
れ
、今
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
の
大
切

さ
に
改
め
て
思
い
を
深
く
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、き
っ
と
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く

こ
と
の
励
み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
伊
達
家

の
ル
ー
ツ
を
お
話
く
だ
さ
い
。

宗
氏　

鎌
倉
御
家
人
と
し
て
八
百
年
前
、源

頼
朝
の
命
に
よ
り
現
在
の
福
島
県
伊
達
市
を
拝

領
し
た
こ
と
で
、氏
を
伊
達
と
し
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、政
宗
公
以
前
の
墓
も
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

も
あ
り
、管
理
も
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

山
名
氏　

伊
達
家
の
家
紋
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

宗
氏　
「
竹
に
雀
」の
家
紋
は
、政
宗
公
の
祖

父
の
代
か
ら
定
紋
と
な
り
ま
し
た
。
雀
は
日

本
人
の
主
食
で
あ
る
米
を
餌
と
す
る
鳥
で
す
。

豊
か
で
平
和
な
国
を
象
徴
す
る
鳥
で
も
あ
る

の
で
す
。

山
名
氏　

政
宗
公
の
数
多
い
お
手
紙
の
中
で
、

宗
氏
の
心
に
残
っ
て
い
る
文
面
は
あ
り
ま
す
か
。

宗
氏　

政
宗
公
の
側
近
に
片
倉
小
十
郎
と

い
う
者
が
あ
り
ま
し
た
。
政
宗
公
と
正
室
と

の
間
に
子
供
が
な
か
な
か
誕
生
せ
ず
、小
十

郎
の
と
こ
ろ
に
先
に
子
供
が
誕
生
し
ま
し
た
。

主
君
よ
り
も
先
に
家
臣
で
あ
る
自
分
に
子
供

が
誕
生
し
た
こ
と
を
遠
慮
し
た
小
十
郎
は「
自

分
の
子
供
を
殺
す
」
と
言
い
出
し
た
の
で
す
。

政
宗
公
は
驚
き「
命
を
粗
末
に
し
て
は
い
け
な

い
。
小
十
郎
の
子
供
は
必
ず
伊
達
家
の
た
め

に
役
立
つ
は
ず
だ
」と
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。

山
名
氏　

政
宗
公
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
ね
。

宗
氏　

2
代
目
片
倉
小
十
郎
は
、大
坂
の
陣

で
真
田
幸
村
と
戦
っ
た
人
物
で
す
。
政
宗
公
の

知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
表
す
手
紙
と
思
い
ま
す
。

山
名
氏　

私
は
歴
史
小
説
作
家
と
い
う
仕
事

上
、「
歴
女
」と
呼
ば
れ
る
歴
史
好
き
の
女
性

に
会
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、伊
達
政
宗
の

フ
ァ
ン
は
特
に

多
い
で
す
ね
。

あ
る
時
、
北
方

警
備
に
当
た
っ

た
伊
達
藩
の
白

老
陣
屋
の
話
を

政
宗
フ
ァ
ン
の

女
性
に
し
ま
し
た
。
陣
屋
の
表
門
に
向
か
っ
て

半
円
形
に
並
ん
で
い
る
墓
の
意
味
を「
死
し
て

も
我
が
藩
を
守
る
思
い
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
女
性
は
感
動
の
あ
ま
り
、号
泣
し
た
の
で

す
。
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
の
あ
る
人
物

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
ね
。

伊
達
家
18
代
当
主
・
伊
達

宗
氏

伊
達

宗
氏
×
山
名
美
和
子
氏

社会情報学部 4 年の
中村夏紀さんが、手作
りの衣装に身を包み、

宗氏に花束を贈呈。取材・文／渡部美香・渡辺沙紀記者

や
す 

む
ね

「
伊
達
な
り
」精
神
で
大
震
災
に
勝
つ
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活
動
の
き
っ
か
け
は

赤
ち
ゃ
ん
の
胃
洗
浄

禁
煙
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

30
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。
小
児
科
臨
床

医
時
代
、た
ば
こ
を
食
べ
て
し
ま
い
救
急
外
来

に
運
ば
れ
た
子
ど
も
の
胃
を
よ
く
洗
浄
し
た

の
で
す
よ
。
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に

危
険
な
た
ば
こ
を
置
い
て
い
る
こ
と
も
い
け
な

い
。
ど
う
し
て
命
の
危
険
に
か
か
わ
る
た
ば

こ
に
は
、洗
剤
の
よ
う
に
使
用
上
の
注
意
書
き

が
な
い
の
か
疑
問
を
抱
き
、禁
煙
活
動
を
始
め

た
わ
け
で
す
。

　

日
本
は
子
ど
も
の
た
ば
こ
の
誤
飲
事
故
が
ア

メ
リ
カ
の
30
倍
。
そ
れ
は
、畳
の
生
活
で
あ
る

こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、喘
息
の

子
ど
も
の
親
に
は
、た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人

が
多
い
の
。
「
喘
息
を
治
す
に
は
、子
ど
も
の

前
で
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
で
」と
言
い
た
い
。

中
耳
炎
も
同
じ
で
す
。
こ
う
し
た
啓
発
が
大

事
だ
と
思
い
、私
は
独
自
の
調
査
結
果
を
雑
誌

や
新
聞
で
発
表
し
続
け
て
き
た
の
で
す
。

東
京
都
で
区
の
保
健
所
長
を
な
さ
っ
た
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

26
年
間
、区
民
の
健
康
を
預
か
る
立
場
に
い

ま
し
た
。
禁
煙
を
促
す
ビ
デ
オ
を
作
っ
た
り
、

禁
煙
教
室
を
開
講
し
た
り
。
1
9
9
2
年
に
、

医
師・
歯
科
医
師
の
禁
煙
団
体
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
で
も
、今
か
ら
20
年
前
は
、医
者
の
世

界
で
す
ら
禁
煙
の
話
を
す
る
と
変
な
目
で
見

ら
れ
た
の
よ
。
昔
は
病
院
内
も
禁
煙
で
は
な

か
っ
た
し
。
「
そ
ん
な
の
お
か
し
い
」
っ
て
言

い
続
け
て
、や
っ
と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
法
と
い
う
法
律
の
お
か
げ
も
あ

り
、街
中
で
も
灰
皿
が
減
っ
て
き
て
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
現
在
で
も
、日
本
の
状
況
は

海
外
か
ら
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
っ

て
た
ば
こ
の
煙
が
嫌
で
も
言
葉
に
し
な
い
で
我

慢
す
る
か
ら
、み
ん
な
の
意
識
が
今
ひ
と
つ
変

わ
ら
な
い
の
で
す
。

最
近
、力
を
入
れ
て
い
る
活
動
は
何
で
す
か
？

　

子
ど
も
を
守
る
活
動
が
中
心
。
例
え
ば
1

年
か
け
て
、あ
る
区
内
の
児
童
公
園
の
灰
皿
を

全
部
撤
去
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
怖
ろ
し
い

の
は
、最
近
、喫
煙
所
に
子
ど
も
を
連
れ
て
入

る
親
が
い
る
こ
と
。
で
も
、日
本
の
法
律
で
は

そ
れ
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
す
か

ら
私
は
、小
児
科
学
会
に
働
き
か
け
て
、
「
喫

煙
室
に
子
ど
も
は
入
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
法
律
を
つ
く
る
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、地
域
の
禁
煙
研
修
会
の
講
師
を
し
た

り
、中
学
１
年
生
を
対
象
に
、将
来
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
た
め
の
講
演
を
し
た
り
。

海
外
の
た
ば
こ
は
1
0
0
0
円
以
上
と
高

価
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
日
本
に
比
べ
て
た
ば
こ
の

害
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
か
わ
い
い
の
は
日

本
だ
け
ね
。
警
告
写
真
入
り
の
リ
ア
ル
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
採
用
し
た
の
は
、カ
ナ
ダ
が
最
初
で

す
。
今
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、中
国
、タ
イ
で
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真（
左
）を
使
っ
て
い
る
の

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
す
。
海
外
で

は
教
育
上
、テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で

た
ば
こ
を
吸
う
シ
ー
ン
に
は
モ
ザ
イ
ク
が
か

か
っ
て
い
る
国
ま
で
あ
り
ま
す
。
自
動
販
売

機
が
な
い
国
も
多
い
で
す
よ
。

女
性
喫
煙
者
の
増
加
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
？

　

煙
の
出
な
い
も
の
、よ
い
香
り
が
す
る
も
の
、

細
く
て
持
っ
た
と
き
に
指
が
映
え
る
も
の
、お

ま
け
が
つ
い
て
い
る
も
の
。
す
べ
て
女
性
の
喫

煙
者
を
増
や
す
の
が
狙
い
で
す
。
男
性
の
喫

煙
率
が
下
が
っ
て
い
る
か
ら
、新
し
い
消
費
者

層
と
し
て
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
の

だ
け
れ
ど
、若
い
女
性
が
喫
煙
し
続
け
る
と
、

そ
の
害
を
受
け
た
未
熟
児
や
障
が
い
児
が
生

ま
れ
る
責
任
を
考
え
て
な
い
わ
よ
ね
。

　

た
ば
こ
は
美
容
に
も
悪
い
で
す
よ
。
シ
ミ
、

シ
ワ
、黒
ず
み
、歯
ヤ
ニ
、口
臭
な
ど
で
、10
歳

く
ら
い
老
け
て
見
え
る
人
も
い
ま
す
。
今
、た

ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
20
年
先
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
肺
が
壊
れ
て
坂
道
や
階
段

で
す
ぐ
に
苦
し
く
な
る
し
、肺
が
ん
の
可
能
性

も
高
ま
る
。
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
に
な
っ
て

長
く
苦
し
む
人
も
。
そ
れ
に
、味
覚
や
嗅
覚
が

鈍
っ
て
し
ま
う
。
喫
煙
者
に
は
、人
生
の
さ
ま

ざ
ま
な
喜
び
が
壊
れ
る
と
い
う
こ
と
に
早
く

気
づ
い
て
ほ
し
い
で
す
。

本
学
周
辺
の
恵
山
通
り
に
も
吸
い
殻
が
た
く

さ
ん
落
ち
て
い
る
ん
で
す
。

　

J
R
新
座
駅
が
禁
煙
な
の
で
、み
な
さ
ん
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
吸
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
3
年
前
は
学
内
に
も
喫
煙
所
が
あ
り

ま
し
た
が
、大
学
側
に
な
く
し
て
も
ら
い
、学

内
は
禁
煙
に
な
り
ま
し
た
。

　

喫
煙
者
は
就
職
も
不
利
に
な
る
よ
う
で
す

ね
。
衣
類
か
ら
た
ば
こ
の
臭
い
が
し
た
ら
面
接

官
は
不
合
格
に
し
た
い
わ
よ
。
喫
煙
者
は
体
調

を
崩
す
可
能
性
が
高
い
し
、こ
の
頃
は
喫
煙
＝

サ
ボ
り
だ
と
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
学
の
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
、た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
で
ほ
し
い

で
す
し
、将
来
の
家
庭
人
で
あ
り
、職
業
人
で
あ

る
み
な
さ
ん
に
、健
康
で
い
て
ほ
し
い
。
受
動

喫
煙
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
考
え
て
。
幸
せ

を
望
む
な
ら
、自
分
の
伴
侶
を
選
ぶ
と
き
も
、そ

の
人
が
喫
煙
す
る
か
ど
う
か
が
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。
本
学
で
は
引
き
続
き
、

学
生
の
健
康
管
理
の
側
面
か
ら
禁
煙
と
、受
動

喫
煙
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本学産業医 齋藤麗子先生インタビュー

大石聡国際交流支援部長

　ヘビースモーカーとして本学で１、２を争うほどだった、国際
交流支援部長の大石聡さん。彼は 2012 年 10 月 1 日を境にきっ
ぱりとたばこと縁を切った。
　早稲田大学学生時代に興味本位で吸ったことをきっかけに、は
や 40 年。1 日 1 箱のペースで、これまでに吸った本数は計り知
れない。現在、禁煙を始めて 5 カ月、「空気も、食べ物も、おいしい」
と語る。一時の我慢を経て、今は実に爽快な気分なのだ。
　大石さんが体調を気にしながらたばこを吸っていたころ、あら
ゆる場所でたばこの害を説いていた禁煙運動の旗手、齋藤麗子先
生の熱意が大石さんの背中を押した。もちろん、禁煙を始めたこ
ろは苦しみがともない、医者から禁煙治療を勧められたことも
あったが、大石さんは一人で踏ん張った。「自分自身の気合いと
周りの人の支えで禁煙を続けている」という。
　喫煙は、自分の体を自分自身で傷つける行為だといってよい。

「一般的に、女性は男性に比べてたばこから受ける影響が大きい
ものです。自分の体を大事にしてほしい。何よりも、病気にかか

り身近な家族や友だちに悲
しい思いをさせないために
も、禁煙を心掛けてほしい
ですね」。大石さんに続く禁
煙成功者が一人でも多く誕
生することを願う。

たばこは身体によくない。
特に、子どもを産み育てる女性にとっては——。
30年間、医者、保健所長、教員として、
国内外で禁煙キャンペーンを進めてきた
本学の産業医・齋藤麗子教授に、
禁煙の重要性について話を聞きました。

たばこの危険性と
子どもを産む
女性としての責任

取材・文／ 棚山翔子、西牟田美紅、廣瀬咲希、吉田未希、渡辺沙紀、
渡部美香、オウ セイイ

常に携帯している禁煙プレートを手に持ち、「いつでもサッと取り
出して、マイ禁煙席を作っているの」と話す齋藤麗子先生。 世界各国で販売されているたばこ。

「学生記者特報班」発

今回の取材を通して、あらためてたばこはよくな
いって思ったよね。日本はたばこの害に対する
認識が海外に比べて低いということを、もっとみ
んなに知ってもらいたい。

それに将来、妊娠したときのことを考えると、元
気な子どもが生まれてほしいと思うもん。軽い
気持ちで吸い始めると、中毒性があってくせにな
るから、禁煙するのが大変なんだよね。

今、吸っていない人は、「これからも吸わない」と
いう強い気持ちを大切にしてほしいな。

そうだね。「肺の病気を治す薬がない」って知っ
たときは怖かった。

人
生
の
喜
び
を
壊
す

た
ば
こ
の
恐
ろ
し
さ

禁 煙 レ ポ ー ト

西牟田

西牟田

渡　部

渡　部
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2
0
1
2
年
11
月
27
日（
火
）に
学
長
や
教
員
、

各
学
科
の
代
表
者
2
名
が
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
集
ま

り
、「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
学
生
と
の
交

流
会（
ケ
ー
キ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）」を
開
催
。
教
員

も
交
え
て
参
加
者
は
5
つ
の
班
に
分
か
れ
、ケ
ー

キ
を
食
べ
な
が
ら「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
と
そ
れ
に

対
す
る
教
員
の
回
答
」
「
学
生
生
活
で
感
じ
て
い

る
こ
と
」に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
時
期
を
ず
ら
す
べ
き
」
「
授

業
中
の
私
語
に
関
し
て
学
生
が
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
し
、注
意
し
合
う
と
い
い
の
で
は
な

い
か
」
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
た
意
見
に
教
員

が
答
え
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
「
学
内
に

A
T
M
や
大
き
な
ロ
ッ
カ
ー
が
ほ
し
い
」な
ど
、各

班
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
た
。

　

ま
た
、「
履
修
し
た
い
授
業
が
多
数
重
な
っ
て

し
ま
う
」と
い
う
学
生
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、教

員
側
か
ら
は「
す
で
に
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い

て
、改
善
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
」と
い
う
回
答

が
あ
っ
た
。  

（
取
材・文
／
岸
真
裕
美
編
集
長
）

　

現
在
、約
50
カ
国
で
日
本
の
俳
句
を
ル
ー
ツ
と

し
た
短
詩
型
文
学「
国
際
ハ
イ
ク
」が
創
作
さ
れ

て
お
り
、俳
句
は
世
界
的
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
本
学
の
留
学
生
別
科
で
も
留
学
生
が
授
業

で
日
本
語
の
現
代
俳
句
創
作
に
挑
戦
し
た
。
ど
れ

も
瑞
々
し
い
よ
い
作
品
だ（
東
聖
子
先
生
指
導
）。

　

本
学
で
は
、俳
句
に
関
す
る
科
目
が
充
実
し
て

い
る
。
非
常
勤
講
師
で
俳
人
で
も
あ
る
フ
ラ
ン
ス

人
の
マ
ブ
ソ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
先
生
は
、授
業
で
日
本

人
学
生
に
俳
句
創
作
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、幼
児
教
育
学
科
で
は
上
垣
内
伸
子

先
生
が
フ
ォ
ト
俳
句
の
授
業
を
、表
現
文

化
学
科
で
は
東
聖
子
先
生
が
俳
句
入
門

の
授
業
を
実
施
。
日
本
人
学
生
が
外
国

語
を
使
っ
た
国
際
ハ
イ
ク
創
作
に
挑
む

な
ど
、俳
句
を
通
じ
た
異
文
化
理
解
の

機
会
も
豊
富
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な

か
の
短
詩
型
文
学
の
可
能
性
に
は
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。

　
「
F
I
F
A 

U-

20
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

が
2
0
1
2
年
、初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
は
3
位
決
定
戦
で
勝
利
し
、初
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
も
受
賞
し
た
。
出
場

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
本
学
特
待
生
の
横
山
久
美
選

手
が
、2
つ
の
メ
ダ
ル
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
持
ち
、

十
文
字
一
夫
理
事
長
、横
須
賀
薫
学
長
に
結
果
を

報
告
し
た
。

　

横
山
選
手
は
現
在
、岡お
か
や
ま山

湯ゆ
の
ご
う郷
B
ベ

ル

e
l
l
e
に

所
属
し
、日
々
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
を
磨
い
て
い
る
。

ま
だ
自
分
自
身
の
実
力
に
満
足
し
て
お
ら
ず
、常

に
上
を
目
指
し
て
練
習
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
た
。
ま
た
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
新
編
成
に
つ

い
て
は
、「
選
手
に
選
ん
で
も
ら
う
に
は
自
分
の

ア
ピ
ー
ル
次
第
だ
と
思
う
し
、ま
ず
は
チ
ー
ム
で

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」と
語
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
横
山
選
手
の

活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

（
取
材・文
／
竹
内
唯
奈
記
者
）

　

児
童
教
育
学
科
の
授
業「
表
現
活
動
」
で
は

「
心
と
体
の
開
放
」に
重
点
を
置
き
、心
を
拓ひ
ら

い

て
人
と
接
す
る
た
め
の
表
現
活
動
と
指
導
方
法

を
学
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、詩
や
歌
の
背
景

を
想
像
し
て
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
で
心
を
拓

き
、誰
と
で
も
楽
し
く
交
流
す
る
方
法
を
学
ぶ
授

業
だ
。

　

2
0
1
2
年
度
後
期
の
授
業
で
は
、横
須
賀
学

長
が
作
詞
し
た「
か
た
く
り
の
花
」と
い
う
作
品

で
、「
心
と
体
の
開
放
」の
実
践
に
努
め
た
。
そ

し
て
12
月
21
日（
金
）、介
護
老
人
保
健
施
設
新

座
園
で
発
表
を
行
っ
た
。
当
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
き
よ
し
こ
の
夜
」

「
も
み
の
木
」の
2
曲
と「
か
た
く
り
の
花
」を
発

表
。
緊
張
し
た
が
、施
設
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
に

聴
い
て
く
だ
さ
り
、私
た
ち
の
歌
に
涙
す
る
方
も

い
た
。

　

合
唱
を
通
し
、

心
を
拓
い
て
言
葉

の
意
味
や
想
い
を

伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
、
伝
わ
っ
た

と
き
の
喜
び
を
知

る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

（
文
／
児
童
教
育

学
科
2
年 

君
嶋

志
保
美
）

ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
、活
発
な
意
見
交
換

俳
句
を
通
じ
て
広
が
る
異
文
化
交
流

横
山
久
美
選
手
が
理
事
長
、学
長
に
報
告

授
業「
表
現
活
動
」で
学
ぶ「
心
と
体
の
開
放
」

学
長
・
教
員
・
学
生
の
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

留
学
生
に
よ
る
瑞
々
し
い
表
現
が
多
数

本
学
で
語
っ
た
ヤ
ン
グ
な
で
し
こ
の
決
意

介
護
施
設
で
3
曲
を
披
露
し
、
歌
の
意
味
を
表
現

　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
て
人
と
か
か
わ
り
な

が
ら
、社
会
性
を
磨
き
、自
分
の
あ
り
様
を
考
え

る
。
そ
ん
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
も
あ
る
は
ず
だ
。

そ
う
し
て
、さ
つ
ま
い
も
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動

「
さ
つ
ま
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
い
も
プ
ロ
」は
始

ま
っ
た
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、新
座
市
の
新
し
い
特
産

品
を
目
指
す
芋
焼
酎「
指し

月げ
つ

喝か
つ

」。
本
学
へ
、そ

の
材
料
と
な
る
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
と
収
穫
の
協

力
依
頼
が
あ
り
、児
童
教
育
学
科
1
年
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫
。
そ
の
う

ち
3
0
0
kg
が
本
学
に
提
供
さ
れ
た
た
め
、こ
れ

を
お
菓
子
に
し
て
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、東
北
へ

の
義
援
金
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
し

た
。
今
年
度
は
、共
通
科
目
・
十
文
字
学
の「
新
座

か
ら
学
ぶ
」を
履
修
し
た
学
生
が
活
動
の
中
心
と

な
っ
た
。

　

食
物
栄
養
学
科
の
先
生
方
に
協
力
い
た
だ
き
開

発
し
た
お
菓
子「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
」
「
サ
ツ
マ
イ
モ

の
タ
ル
ト
」
は
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
販
売

し
、す
べ
て
完
売
。
販
売
時
は
道
行
く
人
に
声
を

か
け
、趣
旨
を
説
明
し
、や
っ
と
1
つ
が
売
れ
て
い

く
と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
が
、学
生
の
努
力
、そ
し

て
平
林
寺
の
松
竹
寛
山
老
師
を
は
じ
め
学
内
外
か

ら
の
応
援
の
お
か
げ
で
、20
万
円
あ
ま
り
の
義
援

金
が
集
ま
っ
た
。
多
く
の
方
の
思
い
を
ど
う
カ
タ

チ
に
す
る
か
を
考
え
、現
在
、学
生
た
ち
は
い
も
プ

ロ
を
通
じ
た
最
後
の
学
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

地
域
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
ゾ
ウ
キ

リ
ン
く
ら
ぶ
」は
今
年
度
、経
済
産
業
省
か
ら
支

援
を
受
け
て
福
島
観
光
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
本
学
学
生
の
ほ
か
、福
島

大
学
、跡
見
学
園
女
子
大
学
、文
京
学
院
大
学
、東

京
理
科
大
学
、電
気
通
信
大
学
な
ど
、12
大
学
の

学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
9
月
に
福
島
で
合
宿

を
行
い
、被
災
者
の
現
状
を
知
る
と
と
も
に
、大
学

生
の
視
点
で
、福
島
県
内
の
19
の
観
光
地
を
掲
載

し
た
特
製
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
「
ぱ
わ
ス
ポ
＆

逢
い
ス
ポ
M
a
p
」と
い
う
名
称
に
は
、「
訪
れ
た

人
が
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
に
な
り
、新
た
な
活
力

を
も
ら
え
る
場
所
、そ
し
て
新
し
い
出
逢
い
に
心

が
と
き
め
く
場
所
」と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
。

　

昨
年
の
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、学
園
祭
や

新
座
市
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、有
楽
町
駅
前
福
島
支

援
イ
ベ
ン
ト（
東
京
都
行
政
書
士
会
主
催
）な
ど

で
ラ
ン
キ
ン
グ
投
票
を
実
施
し
た
。
約
7
0
0

名
の
参
加
が
あ

り
、福
島
へ
の
温

か
い
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
沢
山
い

た
だ
い
た
。
ラ
ン

キ
ン
グ
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
も
実

施
し
て
お
り
、十

文
字
学
園
女
子

大
学
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ（
右
下
）か

ら
ラ
ン
キ
ン
グ

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る（h

ttp
://w

w
w
.ju
m
o
n
ji-u
.

ac.jp/zoukirin/

）。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
投
票
数
は
す
で
に
6
0
0

を
超
え
、2
0
1
3
年
1
月
現
在
、1
位
は
推
定

樹
齢
1
0
0
0
年
の
ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ「
三
春

滝
桜
」
で
あ
る
が
、「
浄
土
松
公
園（
き
の
こ

岩
）」と「
五
色
沼
」が
と
も
に
2
位
で
肉
薄
し
て

い
る
。
観
光
地
の
説
明
だ
け
で
な
く
、画
像
も
大

き
く
映
し
出
さ
れ
る
の
で
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ

て
、お
気
に
入
り
の
福
島
を
訪
れ
て
ほ
し
い
。

（
教
授 

星
野
敦
子 

記
）

2
0
1
2
年 

さ
つ
ま
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

ゾ
ウ
キ
リ
ン
く
ら
ぶ
の
観
光
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
座
産
の
野
菜
が
東
北
へ
の
義
援
金
に

福
島
で
パ
ワ
ー
と
出
逢
い
を
創
出
！

C a m p u s  U p d a t e
十
文
字
ニ
ュ
ー
ス

2012年活動実績

6月21日 苗植え（児童教育学科1年生）

7月25日 草取り・弦返し（児童教育学科1年生）

10月24日 収穫（児童教育学科1年生）

11月11日 収穫祭で販売

11月24日・25日・
12月2日 オープンカフェで販売

12月15日 JRとの協賛で行っている
「駅からハイキング」で販売

12月21日 学内にて販売

平林寺の老師様がいもプロの
学生に贈ってくださった言葉

「喫
き っ さ こ

茶去」。禅の言葉で「どうぞ
お茶でも召し上がれ」の意味。

プロジェクトに参加した
12 大学の学生と福島で
ワークショップを行った。

朝
の
空 

見
つ
め
る
先
に 

雪
が
舞
う	

詩
蓮（
中
国
上
海
）

元
旦
に 

面
影
み
た
し 

北
京
の
君	

雪
玉（
中
国
北
京
）

冬
の
朝 

家
事
で
働
く 

祖
母
の
身
よ	

浄
植（
中
国
北
京
）

初
雪
は 

初
恋
の
色 

し
ろ
く
澄
み	

ラ
イ（
中
国
山
東
省
）

除
夜
の
鐘 

煩
悩
の
ぞ
き 

抹
茶
の
む	

放
芳（
中
国
浙
江
省
）

新
座
で
新
年 

国
の
両
親 

思
い
出
す	

毅
琳（
中
国
安
徽
省
）

焚
き
火
か
ら 

ぼ
ん
や
り
浮
か
ぶ 

切
な
い
夢	

　
有
庭（
韓
国
利
川
）
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同
窓
会「
若
桐
会
」は
昭
和
44
年
に
創
立
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
度
に
は
創
立
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
祝
い
、卒
業
生
の
皆
様
と
恩
師
、教
職
員
が
集

ま
り
、総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。

　
「
若
桐
会
」の
歴
史
は
昭
和
44
年
、当
時
、十
文
字

学
園
女
子
短
期
大
学
、家
政
科
お
よ
び
幼
児
教
育
科

か
ら
第
1
期
生
が
卒
業
し
、初
め
て
の
同
窓
会
総
会

が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
始
ま
り
ま
し
た
。
時
を
経

て
昭
和
50
年
、学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
部
会
が
発

足
。
学
園
の
発
展
と
と
も
に
現
在
12
部
会
が
あ
り
、

平
成
22
〜
23
年
に
は
部
会
創
立
35
周
年
記
念
行
事
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
卒
業
生
を
は
じ
め
、在
学
生
や

教
職
員
の
方
々
な
ど
十
文
字
学
園
に
か
か
わ
る
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
お
か
げ
様
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
た
び
同
窓
会
創
立
45
周
年
記
念
行
事

を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
も
母
校
の

あ
る
新
座
市
か
ら
都
心
の
ホ
テ
ル
へ
と
移
り
ま
す
。

今
号
の
若
桐
会
だ
よ
り
で
は
、創
立
40
周
年
記
念
行
事

（
会
場
：
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）の
様
子
を
一
部
写

真
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
左
記
、創
立
45
周
年
記
念

総
会
・
懇
親
会
へ
、皆
様
に
は
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
多
数
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
度
　
祝
・
同
窓
会
創
立
45
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
桐
会
会
長
　
濱
口
惠
子

　

人
間
福
祉
学
科
で
は
2
0
1
2
年
12
月

15
日（
土
）、学
内
フ
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
卒
業

生
を
対
象
に
し
た「
福
祉
を
学
ぶ
同
窓
の

集
い
」を
開
催
。
卒
業
し
て
数
年
、卒
業
生

は
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
。
同
学
科
・
大
山
博
幸
先
生
の
ミ
ニ
講

演「
福
祉
職
の
生
涯

学
習
」の
後
、同
窓

生
は
お
互
い
の
近

況
に
つ
い
て
、画
用

紙
に
ク
レ
ヨ
ン
で

描
い
て
報
告
し
合

い
、和
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
た
。

　

今
冬
は
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い
節
電
要

請
と
な
っ
た
が
、本
学
で
は
年
間
を
通
し

て
、教
育
研
究
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

節
電
に
努
め
て
い
る
。
構
内
に
は
省
エ
ネ

推
進
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
も
こ

や
ん
」の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
。
階
段
を
使
っ

て
運
動
と
節
電
を
促
す「
美
活
」、衣
類
を

1
枚
増
や
す「
＋
1
」
な
ど
、少
し
の
工
夫

で
で
き
る
節

電
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

人
間
生
活
学
部
の
角
田
真
二
教
授
、短
期

大
学
部
の
古
松
彌
生
名
誉
教
授
が
牽
引
し

て
い
る
、少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
生
活

研
究
所
と
地
域
住
民
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」が
、埼
玉
県
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

審
査
会
で
、平
成
24
年

度「
あ
し
た
の
ま
ち
・

く
ら
し
づ
く
り
活
動

賞
」優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
2
0
1
2
年
11

月
、県
民
の
日
記
念
式

典
で
表
彰
さ
れ
た
。

　

人
間
生
活
学
部
人
間
発
達
心
理
学
科
の

増
澤
拓
也
助
手
は
、2
0
1
1
年
度
ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
研
究
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

（
題
目
：
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
コ
ー
ナ

リ
ン
グ
技
能
習
得
に
お
け
る
路
面
反
力
の

感
覚
制
御
統
合
訓
練
）が
評
価
さ
れ
、優
秀

論
文
奨
励
賞
を
受
賞
。
昨
年
開
催
さ
れ
た

日
本
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
会
第
39
回
大
会
に

お
い
て
表
彰
さ

れ
、本
論
文
に
関

す
る
学
会
賞
記

念
講
演
を
行
っ

た
。

人
間
福
祉
学
科

同
窓
の
集
い
を
開
催

美
活
と
＋プ

ラ
ス
ワ
ン１

を
促
進

も
こ
や
ん
と
節
電

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

埼
玉
県
で
優
秀
賞

増
澤
拓
也
助
手
が

優
秀
論
文
奨
励
賞

　

2
0
1
2
年
11
月
20
日（
火
）〜
22
日（
木
）に
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開

催
さ
れ
た「
第
14
回
図
書
館
総
合
展
」の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
、本
学
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
生
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。

　

展
示
の
テ
ー
マ
は「
図
書
館
・
つ
く
る
・
学
ぶ
：
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
図
書
館
づ
く
り
を
通
し
た
学

び
の
場
の
形
成
」。
21
世
紀
教
育
創
生
部

（
司
書
課
程
）の
石
川
敬
史
専
任
講
師
指
導

の
も
と
、昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
、5
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
行
っ
た
。
79
団
体
が
参
加
し
、本
学
は
残

念
な
が
ら
入
賞
で
き
な
か
っ
た
が
、よ
い
経

験
と
な
っ
た
。

※ 

ポ
ス
タ
ー
は
現
在
図
書
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
短
期
大
学
部
で
は
、

2
0
1
3
年
度
に「
表
現
文
化

学
科
」
が
2
年
目
を
迎
え
る
。

今
年
行
わ
れ
る
第
3
回「
表
現

文
化
大
賞
」の
公
募
は
、3
月
か

ら
5
月
末
ま
で
受
け
付
け
る
。

課
題
は
、「
未
来
」を
テ
ー
マ
と

し
た
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作
で

あ
る
。
詳
し
く
は
2
月
に
短
期

大
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
予
定
。
埼
玉
か
ら
世
界
へ
向

け
て
若
々
し
い
表
現
を
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。

　

2
0
1
2
年
11
月
8
日（
木
）に
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
学
で
は

年
に
2
回
訓
練
を
し
て
お
り
、今
回
は
授
業
中
に
大
地
震
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
。
学
内
各
所
か
ら
教
員
の

誘
導
に
よ
り
避
難
を
行
っ
た
。
ま
た
、

避
難
経
路
、放
送
設
備
な
ど
に
つ
い
て

も
検
証
し
、改
善
点
を
確
認
し
た
。

　

実
施
後
は
、携
帯
電
話
を
利
用
し

た
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
試
験
運
用

し
、学
生
お
よ
び
教
職
員
か
ら
訓
練

に
対
す
る
意
見
を
募
っ
た
。
学
生
か

ら
は「
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
、訓
練
の

必
要
性
や
大
切
さ
を
個
々
で
考
え
て

参
加
す
る
べ
き
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

学
園
創
立
90
周
年
で
あ
る
2
0
1
2
年
、「
わ
た
し
と
建
学
理
念
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
も
第
4
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
在

学
生
の
み
な
ら
ず
、同
窓
生
、教
職
員
に
も
募
集
対
象
を
拡
大
。
建
学

理
念
に
励
ま
さ
れ
た
経
験
や
、理
念
を
繰
り
返
し
問
う
こ
と
で
広
が
る

世
界
な
ど
、学
園
歌「
身
を
き
た
へ 
心
き
た
へ
て 

世
の
中
に 

た
ち
て
か

ひ
あ
る 

人
と
生
き
な
む
」の
わ
ず
か
31
文
字
の
言
葉
か
ら
得
る
も
の
の

大
き
さ
を
示
す
内
容
と
な
っ
た
。

　

結
果
は
中
村
夕
美
さ
ん（
人
間
発
達

心
理
学
科
1
年
）が
最
優
秀
賞
。
そ
の

ほ
か
、優
秀
賞
4
名
、再
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
、

社
会
人
賞
、努
力
賞
各
1
名
だ
っ
た
。

な
お
、応
募
作
品
は
、小
冊
子
に
ま
と

め
、来
年
度
の
授
業
で
教
材
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

第
14
回
図
書
館
総
合
展
に
参
加

表
現
文
化
大
賞
の
作
品
を
公
募

大
地
震
を
想
定
し
避
難
訓
練
を
実
施

中
村
夕
美
さ
ん（
心
理
1
年
）が
最
優
秀
賞

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍

第
3
回
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
」

訓
練
の
積
み
重
ね
で
防
災
意
識
を
向
上

建
学
理
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

　

教
員
免
許
更
新
制
は
、教
員
が
定
期
的
に

最
新
の
知
識
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、必

要
な
資
質
能
力
を
保
持
し
、社
会
の
尊
敬
と

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、平
成
21
年
4
月
に

導
入
さ
れ
た
。
本
学
で
も
平
成
21
年
度
か
ら

毎
年
講
習
を
実
施
し
、4
年
間
で
1
6
7
名

の
卒
業
生
が
受
講
し
た
。
平
成
25
年
度
の
予

定
は
、必
修
講
習
が
8
月
1
日（
木
）・
2
日

（
金
）の
2
日
間
、選
択
講
習
が
8
月
6
日

（
火
）・
7
日（
水
）・
8
日（
木
）の
3
日
間
。

受
講
対
象
者
、内
容
な
ど
の
詳
細
は
3
月
以

降
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
募
集
要
項

で
ご
確
認
願
い
た
い
。

※ 

日
程
等
の
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

教
員
免
許
状
更
新
講
習
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
は
8
月
に
実
施
予
定

＜お問い合わせ＞
学生支援部・教職支援課

E-mail:kyosyoku@jumonji-u.ac.jp

TEL：048-477-0579（直通）

　

2
0
1
2
年
9
月
13
日（
木
）「
大
学
問
題
研
究
会
」
が
開
か
れ
、本

学
教
職
員
約
2
0
0
名
を
前
に
、小
出
秀
文
日
本
私
立
大
学
協
会
事

務
局
長
が「
私
学
振
興
上
の
諸
情
勢
と
当
面
す
る
重
要
課
題
〜
東
日

本
大
震
災
を
超
え
て
、高
等
教
育
政
策
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
め
ざ

し
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

私
立
学
校
の
振
興
過
程
と
特
性
、ま

た
建
学
の
精
神
を
具
現
化
し
た
教
育
理

念
な
ど
、時
代
の
背
景
を
踏
ま
え
な
が

ら
私
学
の
重
要
性
を
説
明
。
さ
ら
に
、

高
等
教
育
機
関
の
諸
課
題
、中
央
教
育

審
議
会
や
国
家
戦
略
会
議
の
審
議
動

向
、私
学
関
係
政
府
予
算
要
求
と
学
校

法
人
税
制
改
正
を
巡
る
動
向
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
課
題
を
詳
細
に
解
説
し
た
。

小
出
秀
文
私
大
協
事
務
局
長
が
講
演

教
職
員
が
私
学
を
と
り
ま
く
課
題
を
学
ぶ

C a m p u s  U p d a t e
十
文
字
ニ
ュ
ー
ス

短期大学部　第3回表現文化大賞　公募要項

部 　 門
「未来」をテーマに詩・俳句・短歌・書道・イラスト・
写真などを創作

公募期間
2013年3月1日〜5月末日

対 　 象
全国の高校生、本学大学生・短大生、本学全卒業生

応 募 先
短期大学部研究室

感
謝
を
こ
め
て

記
念
総
会
の
お
知
ら
せ

記〜
十
文
字
学
園
同
窓
会
「
若
桐
会
」
創
立

45
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
〜

日
時
：�

平
成
25
年
6
月
2
日（
日
）

�

12
時
〜
14
時

会
場
：�

ザ・プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

�

（
東
京
都
港
区
芝
公
園
4-

8-

1
）

会
費
：�

5
0
0
0
円

�

（
当
日
受
付
に
て
お
納
め
く
だ
さ
い
）

※ 

若
桐
会
総
会・懇
親
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、次
号（
４
月

発
行
予
定
）新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り
に
ご
案
内
・
出
欠

席
は
が
き
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

還暦を迎えた卒業生を囲
んで。

食物栄養学科の卒業生と。
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E x t e n s i o n  N e w s —— 大学開放・地域連携推進センターから

平成24年度公開講座レポート
今年度も多彩な公開講座をお届けしました。

　十文字学園女子大学大学開放・地域連携
推進センターでは、今年度も公開講座、桐
華祭講演会、小学生対象の「子ども大学に
いざ」、彩の国大学コンソーシアム主催の
講座など、多彩な「学びの場」を提供してま
いりました。その中から一部、講座内容や
会場の様子をご報告します。

■  桐華祭講演会
　10月の桐華祭では、伊達家18代当主の
伊達 宗氏をお招きし、「伊達家当主が語
る戦国武将の素顔」を開催しました。定員
200名を超える参加者があり、大変好評
でした。　　　 （6、7ページに講演要旨）

■  新座市内大学公開講座
　新座市教育委員会との共催で開かれた
公開講座（全4回）のテーマは「くらしと文
学〜人生を豊かにする食と言葉のちか
ら」。7〜12月にかけて開催され、第1回
の「はじまりは坂の途中でー日本文学 逍

しょう

遥
よう

のすすめー」は、学園創立90周年・短期
大学部表現文化学科開設記念講演会とし
て東京大学大学院総合文化研究科教授の
ロバート キャンベル氏をお招きし、写真
とともに江戸文化を解説していただきま
した。第2回「ファイトこそ私の人生〜川
島昭恵・語りの世界〜」の講師は、盲目の

語り部・川島昭恵氏。自らの人生の歩み
を交えて、あまんきみこ作「お母さんの
目」、杉みき子作「夜のくだもの屋」、安房
直子作「魔法をかけられた舌」を語ってい
ただき、その幻想的な世界に来場者も引
き込まれました。

　第3回「山川菊栄・その人の活動ー監督
とのトーク＆シネマ」では、監督の山上千
恵子氏をお招きし、大正時代に男女平等
の社会を求めて活動した山川菊栄の生誕
120周年記念映画ドキュメンタリーの上
映と、映画製作の取材などで見えてきた
山川菊栄の素顔をトーク形式で語ってい
ただきました。

　第4回「シニアのための調理教室ー食と
健康ー」では、食物栄養学科の小谷スミ子
教授が食べ物と健康の関連性をわかりや
すくレクチャーした後、同学科の佐々木
菜穂助教、芝崎本実助手の実習指導のも
と、沖縄料理を調理し、試食しました。ど
の講座も参加者に喜ばれる内容で、「ま
た参加したい」との感想を多くいただき
ました。

■  彩の国大学コンソーシアム
公開講座

　人間福祉学科の片居木英人教授が、9

月に「わかりやすい人権のはなし」と題し
た講座を実施し、参加者は熱心に耳を傾け
ました。

■  子ども大学にいざ（全5回）
　新座市内の小学生4〜6年生を対象に
した学習の場。本学では全5回のうち2
回分を担当し、9月に第1回「はてな学：
雑木林で虫の“ナゾ解き”をしよう！」を開
催しました。

　児童教育学科の津吹卓教授が子どもた
ちに伝えたのは、「虫の気持ちになって考
えるとナゾ解きができる」ということ。教
室には「蝶と蛾の違い」を考えさせるため
にたくさんの標本を用意し、その中から蛾
を探すという課題を出すと子どもたちは
標本に集まって真剣に違いを探していま
した。

　翌10月には、井口磯夫名誉教授がロ
ケットの飛ぶしくみを講義する、第2回

「はてな学：なぜ、宇宙ロケットは飛ぶのだ
ろう？」を実施。ペットボトルで水ロケッ
トを組み立て、グラウンドに出て発射台に
設置し、空気入れで空気を圧縮し、その圧
力で水を噴射して飛ばしました。高く遠
く飛ぶと歓声が上がっていました。

大学開放・地域連携推進センター
TEL：048-477-0958（直通）
FAX：048-477-0764
E-mail：ext@jumonji-u.ac.jp

新座市内大学公開講座
「シニアのための調理教室ー食と健康ー」

彩の国大学コンソーシアム公開講座
「わかりやすい人権のはなし」

子ども大学にいざ
「はてな学：雑木林で虫の“ナゾ解き”をしよう！」

平成25年度の公開講座の詳細につきましては、本学ホームページま
たは『新座キャンパスだより』をご覧ください。ご案内パンフレットをご
希望の方は、大学開放・地域連携推進センターまでご連絡ください。

《お問い合わせ》　募集・入試センター　70120-8164-10

◎平成25年度 入試日程 　

対話型･有資格者型ＡＯ入試
AO入試

編入学入試

★人間福祉学科は、卒業時に社会福祉士国家試験受験資格を取得できます。

人間福祉学科（社会福祉コース）

生活情報学科

メディアコミュニケーション学科

5名

5名

5名

郵送：2月26日（火）〜3月5日（火）
窓口：3月6日（水）9：00〜12：00

3月16日（土） 3月19日（火）

学部

人間生活学部

学科 募集定員 出願期間 試験日 合格発表

◆学校見学
随時受け付けています。事前予約は不要。
HPにて開室カレンダーを公開しています。
参考にしてください。
［月〜金］9：00〜 17：00
［土］9：00〜 12：00
※日曜祭日は除く。

◆オープンキャンパス
日時：�3月24日（日）　13：00〜16：00
場所：�本学新座キャンパス
※事前予約は不要。入退場自由。

課題型ＡＯ入試

人間発達心理学科 2月25日（月）〜3月11日（月） 3月16日（土）

エントリーシート
面談
課題

（小論文、高校までの　　
基本的な力を問う問題）

学科 エントリー期間（郵送必着） 課題・面談日 選考内容

人間生活学部

学部

★ 面談では、希望学科の教育内容や特色・資格などについての理解を確認します。また、志望理由や将来の希望などを確認します。
　みなさんの考えを、面談を通じて伝えてください。話し上手である必要はありません。

※AO入試の詳細については、『AO入試のご案内』をお取り寄せください（募集・入試センター 70120-8164-10）。
※AO入試に興味のある方は、入試説明会に参加してください。

人間福祉学科

生活情報学科

メディアコミュニケーション学科

表現文化学科

Ⅴ期
2月8日（金）〜3月15日（金）

エントリー受付後
相談の上、
日程を決定

エントリーシート
面談★

レポート（有資格者型は免除）

学科 エントリー期間（郵送必着） 面談日 選考内容

人間生活学部

短期大学部

学部

  Check!　  　入試説明会　2月21日（木）、3月7日（木）13：00開始／本学新座キャンパスにて／事前予約不要

チャンスはまだまだこれから！ 3月に
出願できる入試は

次の通りです

A d m i s s i o n  I n f o ———— 〈最新入試情報〉


